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図１ 剥離強度測定の例（上：良、下：不良） 図２ 剥離強度と剥離深さの関係 



 

 

一般に塗膜の接着性評価にはピール試験

がありますが、微小部や多層膜の剥離強度

の評価が困難でした。SAICAS 法は幅数

mmの刃を低角度で界面に侵入させ、低速

度で切削を行う手法で、多層膜等の評価の

他、塗膜の深さ方向解析にも利用できま

す。一方、様々な下地材料や塗料につい

て、系統立てられた計測事例がありません

でした。そこで本研究では、種々の塗膜の

剥離強度を評価しました。 
 

 
SAICAS を用いて、塗膜の剥離強度計測

における試験条件の最適化を行いました。

また、下地樹脂材料 4種類、塗膜３種類か

らなる計１２水準の試料について剥離強度

を計測しました。 

 

 

塗膜厚さ、刃の送り速度、表面粗さ等に

ついて検討を行い、SAICAS による接着性

評価の最適条件を得ることができました。 

また、各試料について剥離強度を計測し

た結果、幅 1mmダイヤ製の刃による測定

で、塗膜の剥離強度の目安は概ね 0.2～

0.8N であること、それより値が小さい場

合、塗膜の接着不良があることを明らかに

しました。 
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